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脳転移休眠がん細胞の謎を解く 

近年の研究により、がんの転移は進展の初期に起こり得ること、
この早期転移がん細胞が休眠状態に移行し、何らかのきっかけで
再増殖を開始してがん再発を引き起こすことが明らかとなってい
る。がん細胞の休眠移行・維持・破綻には臓器特異的な微小環境
との相互作用が重要な役割を担っていると考えられているが、そ
の機構には不明な点が多い。我々はがん脳転移マウスモデルを用
いた1細胞トランスクリプトーム解析により、脳転移がん細胞の
休眠維持に関わると考えられる複数の分子・シグナル経路を同定
した。これらのうち、特にDNMT1発現抑制による脳転移がん細
胞のリプログラミングがその後の運命決定に重要な役割を担うこ
とを見出した。 
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